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Screening of bioactive phytochemicals from mangrove fruits
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	近年、機能性食品についての関心がしだいに高まっており、それらの栄養価に加えて、健康効果とともに、広範囲の機能性成分および生理活性成分を含むことによる病気予防の働きが期待されている。マングローブ林は種々の重要な天然物、例えば木材、燃料、食料、薬品および生理活性物質の供給資源として認識されている。マングローブから得られる生理活性物質は数百年の間、地域住民の生薬目的のみならず、機能性食品としても利用されている。インドネシアではRhizophora stylosaのマングローブ果実をコーヒーマングローブお...
	コーヒーマングローブ、ティーマングローブの-グルコシダーゼ阻害活性およびStreptococcus mutansに対する抗菌活性を調べたところ、混合拮抗阻害を示し、他の物質（ショウガ、ジャワ産トウガラシ、緑茶、紅茶、レギュラーコーヒー）、陽性対照化合物に比べて強力に-グルコシダーゼ阻害活性を示した。マングローブ抽出物は0.05g/mlの低濃度でも25.5%から34.7%の-グルコシダーゼ阻害活性を示し、0.15g/mlの高濃度では74.2％から83.4％の阻害活性を示し、IC50は0.0...

